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創造的に考える

Creative
Thinking

有効に
コミュニケートする

Effective
Communication

「社会の問題点を解決する」という
不変の理念のもと、幅広い分野の
専門家の英知を集結。 以下の3つ 
のテーマ研究・提言・知的交流・ 
情報発信などを行います。

ビジョン

英知が結集した、
積極発信型
プラットフォーム

コンセプト

パソナ総合研究所は、シンクタン
クではなく“Do Tank”です。
考えるだけでなく動き、独立型の
研究所として、自らの問題意識を
元に、社会のあり方の改革に向け
た“発信”を行います。個別の問題 
から社会システムまであらゆる 
規模のトピックスを扱い「社会の
問題点を解決する」提言をして 
参ります。

特　徴

パソナ総合研究所とは
About the Pasona Institute

分析的に考える

Critical
Thinking

06 ［調査結果］
約2,000人の女性に聞いた

働く女性自身が考える
『女性活躍推進』とは
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◉
第
5
回
P
I
フォ
ー
ラ
ム  

テ
ーマ［
女
性
の
働
き
方
］

［第5回 PIフォーラム］

こ
れ
か
ら
の
女
性
の
働
き
方

～ 
新
時
代
に
向
け
て
平
成
の
変
化
を
検
証
す
る
～

The Forum

　
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ（
女
性
活
躍
推
進
担
当
）と

パ
ソ
ナ
総
研
は
、
新
し
い
時
代
に
女
性
が
望

む
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、
全
国
2
0
0
0
名
の

女
性
就
業
者
を
対
象
に
、
20
代
・
30
〜
40
代
・

50
〜
60
代
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
以
下
、「
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
」「
会
社
へ
の
期
待
」「
政
府
の
施
策
」

の
３
つ
の
観
点
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

を
紹
介
す
る
。

　「
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
は
、

「
か
な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」「
少
し
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
」が
約
５
割
に
の
ぼ
り
、
そ
の
原
因
は

「
収
入
・
待
遇
が
希
望
と
異
な
る
」（
約
50
％
）

こ
と
で
、
30
〜
40
代
で
は「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
が
十
分
確
保
し
づ
ら
い
」（
27

・

5
％
）

こ
と
、
20
代
で
は「
職
場
で
の
人
間
関
係
に
問

題
が
あ
る
」（
19

・

9
％
）こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　「
会
社
へ
の
期
待
」に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
世
代
で「
昇
給
・
昇
格
」「
仕
事
内
容

の
充
実
」「
良
好
な
人
間
関
係
」が
ト
ッ

プ
３
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
20
代
は
と
り
わ
け

「
休
日
・
休
暇
の
取
り
や
す
さ
」へ
の
期
待

が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
正
社
員
総
合
職
を

対
象
に「
管
理
職
への
意
向
」を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
絶
対
に
な
り
た
い
」「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

な
り
た
い
」「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」が
20

代
で
50

・

6
％
、
30
〜
40
代
で
62

・

4
％
で

あ
り
、
50
〜
60
代（「
自
身
が
20
代
で
あ
れ
ば
」

と
仮
定
し
た
質
問
）は
71

・

4
%
だ
っ
た
。
さ

ら
に
、「
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い
」理
由
は
、

「
大
変
そ
う
」「
責
任
が
重
く
な
る
の
が
嫌
」

が
多
く
、
と
り
わ
け
20
代
は「
残
業
時
間
が

増
え
る
」こ
と
だ
っ
た
。「
女
性
が
管
理
職
に

第5回 PIフォーラム概要

日　 時／2019年4月17日(水) 
　　　　17：00～19：30

会　場／TRAVEL HUB MIX
　　　　東京都千代田区大手町2-6-2
　　　　JOB HUB SQUARE 1階

参加者／100名

内　容／［第5回 PIフォーラム］
　　　　パネルディスカッション
　　　　「これからの女性の働き方」

◉ 

キ
ー
ノ
ー
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

株
式
会
社
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

執
行
役
員(

女
性
活
躍
推
進
担
当)

兼

株
式
会
社
パ
ソ
ナ
フ
ォ
ス
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長

長
畑 

久
美
子

女
性
の
働
き
方

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
報
告

《パネラー》
秋山咲恵氏（株式会社サキコーポレーション ファウンダー）
川合晶子氏（株式会社松屋 取締役上席執行役員・本店長）
長畑久美子（株式会社パソナグループ 執行役員(女性活躍推進担当)兼 株式会社パソナフォスター代表取締役社長）

な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」に
つ
い
て
は
、
30

〜
40
代
・
50
〜
60
代
で
は「
女
性
自
身
の
意

識
」、
20
代
で
は「
男
性
社
員
や
上
司
の
結
婚
、

出
産
、
育
児
へ
の
認
識
・
理
解
の
促
進
」が
多

か
っ
た
。

　
政
府
の
施
策
に
つ
い
て
は
、「
産
休
育
児
休

暇
の
拡
大
」「
待
機
児
童
減
少
へ
の
取
り
組
み
」

「
幼
児
保
育
の
無
償
化
」な
ど
子
育
て
関
連

が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
既
婚
者
を
対

象
に「
夫
婦
の
働
き
か
た
に
つ
い
て
の
考
え
」を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
夫
も
妻
も
外
で
働
き
、
夫

婦
で
家
事
も
す
べ
き
」と
い
う
回
答
が
ど
の
世

代
で
も
約
７
割
に
の
ぼ
り
、消
費
税
増
税
分
は

「
保
育
所
等
の
受
け
入
れ
数
を
増
や
す
」「
幼

児
保
育
無
償
化
」「
高
等
教
育
無
償
化
」な
ど

子
育
て
支
援
の
施
策
に
回
す
べ
き
だ
と
い
う
回

答
が
多
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、「
女
性
活
躍
の
壁
」に
つ
い
て
は
、

「
子
育
て
へ
の
理
解
・
支
援
不
足
」「
仕
事
と

家
庭
の
両
立
」や「
社
会
の
意
識
」と
い
う
回
答

が
多
く
、
と
り
わ
け
50
〜
60
代
の
約
３
割
が

「
介
護
へ
の
理
解
・
支
援
不
足
」を
上
げ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
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私
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ

れ
た
1
9
8
6
年
に
総
合
職
1
期
生
と
し
て

就
活
を
経
験
し
た
。
当
時
、
女
性
総
合
職
は

い
わ
ば「
腫
物
扱
い
」さ
れ
、
今
で
い
う
ブ
ラ
ッ

ク
な
経
験
も
し
た
が
、
門
戸
が
開
い
て
機
会

を
得
た
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
社
会
人
１
年
目
で

結
婚
し
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
単
身
赴
任

を
経
験
し
、
結
婚
と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
だ

り
も
し
た
。

　
1
9
9
4
年
に
は
、
技
術
者
の
夫
と
と
も

に
産
業
用
検
査
ロ
ボ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー
を
創
業

し
た
。
た
っ
た
２
人
だ
け
の
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

で
あ
り
、
合
理
的
な
役
割
分
担
と
し
て
私
が

社
長
に
な
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
事
業
は
急

成
長
し
、「
女
性
×
企
業
×
製
造
業
×
グ
ロ
ー

バ
ル
」と
い
う
こ
と
で
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と

な
っ
た
。
2
0
0
1
年
に
発
足
し
た
第
１
次

小
泉
内
閣
で
は
、「
政
府
の
審
議
会
で
女
性

の
比
率
を
上
げ
る
」と
い
う
こ
と
で
、
首
相
の

諮
問
機
関
で
あ
る
政
府
税
制
調
査
委
員
会
委

員
を
最
年
少
で
拝
命
し
、
そ
れ
以
降
、
数
々

の
政
府
の
仕
事
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
2
0
0
8
年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た
。

「
市
場
が
シ
ュ
リ
ン
ク
す
る
」と
い
う
表
現
が

あ
る
が
、
こ
の
と
き
私
が
見
た
景
色
は
、「
市

場
が
蒸
発
し
て
消
え
て
な
く
な
る
」と
い
う
景

色
だ
っ
た
。
ど
ん
底
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
ト
ッ
プ
が
腹
を
据
え
る
こ
と
だ
と

考
え
、
環
境（
生
活
）を
変
え
、
意
識
を
変
え
、

行
動
を
変
え
た
。
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
に
新

し
い
挑
戦
を
繰
り
返
し
、
明
る
く
生
き
る
こ

と
が
運
を
呼
び
込
む
こ
と
だ
と
知
っ
た
。
そ

し
て
、
昨
年（
2
0
1
8
年
）、
創
業
25
年
の

節
目
の
年
に
社
長
を
退
任
し
た
。

　
人
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

時
代
の
流
れ
や
時
代
の
変
化
に
大
き
な
影
響

を
受
け
る
。
今
は
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
も
し
時
代
の
要
請
が
あ
っ

て
管
理
職
に
昇
進
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た

と
き
は
、
与
え
ら
れ
た
役
割
を
引
き
受
け
て 

一
所
懸
命
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
価

値
が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
自
分
自
身

が
思
っ
て
い
る
以
上
の
自
ら
の
可
能
性
の
扉
を

開
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
に
な
っ
て
、
特
に
日

本
で
は
、
年
を
と
っ
て
も
、
子
ど
も
を
持
っ
て

も
、
子
育
て
中
で
あ
っ
て
も
、
働
く
人
が
幅

広
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
ど
の
よ
う
な
会
社
に
い
て
、
ど
の
よ
う
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
世
界
中
に

あ
る
情
報
に
個
人
と
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き
、
個

人
と
し
て
情
報
発
信
で
き
る
。
ま
さ
に
、「
個

人
の
時
代
」の
到
来
で
あ
り
、一
人
一
人
が
個
人

と
し
て
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な

時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
人
口
の
半
分
以
上
は
女
性
で
あ

り
、
2
0
1
6
年
現
在
、
雇
用
者
全
体
に
占

め
る
女
性
比
率
は
44

・

2
％
％
で
あ
る
。
し

か
し
、
従
業
員
3
0
0
人
以
上
1
0
0
0
人

未
満
の
企
業
で
見
る
と
、
課
長
級
以
上
の
管

理
職
に
占
め
る
比
率
は
6.2
％
、
役
員
に
占
め

る
女
性
比
率
は
8.2
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、

2
0
1
6
年
４
月
に「
女
性
活
躍
推
進
法
」が

施
行
さ
れ
、
従
業
員
3
0
1
人
以
上
の
企
業

The Forum これからの女性の働き方

株
式
会
社
松
屋

取
締
役
上
席
執
行
役
員
・
本
店
長

左から 秋山咲恵氏、川合晶子氏

◉ 

ゲ
ス
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

｜

②

川
合 

晶
子 

氏

◉ 

ゲ
ス
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

｜

①

株
式
会
社
サ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

秋
山 

咲
恵 

氏

女
性
の
働
き
方
の

こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら

女
性
の
働
き
方
の

こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら

に
、
①
女
性
活
躍
状
況
の
把
握
・
改
善
事
項

の
分
析
、
②「
事
業
主
行
動
計
画
」の
策
定
・

公
表
等
推
進
、
③
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情

報
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
私
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
る
と
、
仕
事
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
20
代
は「
24
時

間
働
け
ま
す
か
」の「
バ
リ
キ
ャ
リ
時
代
」、
30

代
は
子
育
て
が
メ
イ
ン
で
キ
ャ
リ
ア
が
停
滞
す

る「
ノ
ン
キ
ャ
リ
時
代
」、
40
代
は
子
育
て
と

キ
ャ
リ
ア
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
く
綱

渡
り
だ
っ
た「
マ
マ
キ
ャ
リ
時
代
」、
そ
し
て
50

代
は
自
分
の
モ
チ
ベー
シ
ョ
ン
よ
り
も
役
職
が

上
が
る
ス
ピ
ー
ド
の
ほ
う
が
速
く
な
っ
た「
安

倍
キ
ャ
リ
時
代
」と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
乱

高
下
し
て
い
る
。

　
企
業
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
の
年
代
に
将
来

の
リ
ー
ダ
ー
候
補
生
が
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
太
く
貫
通
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
だ
が
、
女
性
に
関
し
て
は
そ
う
な
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
を
変
え
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

　
第
一は
、
若
い
う
ち
に
責
任
あ
る
仕
事
、
難

し
い
仕
事
を
行
う
こ
と
。
企
業
と
し
て
は
、

職
場
の「
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス（
偏
見
）」に
気
づ

き
、
放
置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
性

別
で
役
割
分
担
に
差
を
付
け
る
の
は
、
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
目
詰
ま

り
さ
せ
る
大
き
な
理
由
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
昇
進
と
異
動
の
オ
フ
ァ
ー
は
断

ら
な
い
こ
と
。
チ
ャ
ン
ス
は
二
度
来
る
こ
と

は
な
い
。
一
方
、
女
性
は
自
分
自
身
の
中
に

1
0
0
%
で
き
る
自
信
が
な
い
限
り「
は
い
」

と
は
言
わ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
企
業
は

期
待
や
理
由
を
セ
ッ
ト
に
し
て
オ
フ
ァ
ー
を
出

し
て
ほ
し
い
。

03Pasona Institute Report 2019



［
パ
ネ
ル
ディス
カッション
］

女
性
活
躍
の
未
来

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら 

受
け
る
印
象
は
？

竹
中　

男
性
が
外
で
働
い
て
、
女
性
が
家

庭
を
守
る
と
い
う
夫
婦
間（
男
女
間
）の
分

業
体
制
は
、
産
業
革
命
以
降
は
っ
き
り
と

出
て
き
た
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
ま
で
は
、
家
内
制
手
工
業
や
農
業
が
中

心
で
、
男
女
が
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
た
わ
け

で
す
が
、
工
場
設
備
が
で
き
、
主
に
男
性
が
工

場
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
の
後
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
特
に
北
欧

諸
国
を
中
心
に
、
女
性
が
社
会
的
に
活
躍
す

る
よ
う
に
な
り
、
日
本
も
正
規
社
員
・
高
給

料
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
崩
れ
る
な
か
で
、「
男

性
が
働
き
、
女
性
が
家
を
守
る
」と
い
う
社

会
シ
ス
テ
ム
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
だ
と
思
い 

ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
パ
ソ
ナ
総
研
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て
の
印
象
を
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

秋
山　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で「
活
躍
の
障
害
」

と
し
て
、
上
司
、
会
社
、
家
族
な
ど
周
り
の

理
解
が
足
り
な
い
こ
と
を
あ
げ
た
20
代
が
多

か
っ
た
こ
と
と
、
同
じ
20
代
の
約
7
割
が「
経

済
的
な
将
来
不
安
」を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。

川
合　

若
い
世
代
が
、
仕
事
の
や
り
が
い
と

か
自
分
の
生
き
が
い
で
は
な
く
、
将
来
の
生

活
が
不
安
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
、
私
も

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
働
き
続
け
る
理
由
が
、

「
家
計
を
守
る
た
め
」と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と

寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

長
畑　
こ
れ
か
ら
少
子
化
の
中
で
子
ど
も
を

持
ち
、
両
親
の
介
護
の
心
配
な
ど
も
あ
っ
て
、

自
分
た
ち
の
肩
に
背
負
っ
て
い
る
も
の
が
大
き

い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ベー

ト
の
時
間
を
生
か
し
た
い
と
か
、
自
分
ら
し

さ
を
見
せ
て
い
か
な
い
と
し
ん
ど
く
な
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

「
ア
フ
ァ
ー
マ
ティ
ブ・ 

ア
ク
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て

竹
中　
と
こ
ろ
で
、「
男
女
共
同
参
画
」や「
女

性
の
活
躍
」に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
反
対 

す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
か
、

そ
の
実
現
は
遅
々
と
し
て
い
る
。
特
に
男
性

の
問
題
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
必
要
だ
と
は 

思
い
ま
す
が
、
政
府
・
企
業
・
個
人
で
そ
れ

ぞ
れ
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

秋
山　
先
ほ
ど
、
私
は「
個
人
の
時
代
」と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
表
現
を
多
少
変
え
る
と
、
そ
れ
は
、「
価

値
観
の
多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）の
時
代
」

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
若
い
世
代
の
人

た
ち
の
間
で
は
家
事
の
分
担
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
抵
抗
が
な
い
男
性
が
増
え
て
い
ま
す
。

結
婚
の
ス
タ
イ
ル
に
し
て
も
、
事
実
婚
や
週
末

婚
、
あ
る
い
は
、
専
業
主
夫
も
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
自
分
た
ち
で
合
意
が
で
き
れ
ば
い

ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
り
う
る
時
代
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
問
題
は
、
税
金
や
年
金
、
あ
る
い

は
社
会
保
険
な
ど
の
制
度
が
追
いつ
い
て
い
な

い
こ
と
で
、
価
値
観
の
多
様
性
を
立
法
府
が

ま
ず
理
解
し
て
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て

法
律
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い 

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
一
部
の
特
別
の
人
が

バ
リ
バ
リ
働
く
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
仕
事
を（
家
庭
も
）も
ち
な
が

ら
成
長
す
る
時
代
で
あ
る
。
女
性
活
躍
推
進

で
は
な
く
男
女
の
活
躍
推
進
で
あ
り
、「
一
億

総
活
躍
」の
時
代
が
到
来
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
男
女
に
と
っ
て
最
も
貴
重

な
資
源
は
時
間
で
あ
る
。
午
後
７
時
ま
で
に

家
に
帰
り
、
家
事
を
半
分
シ
ェ
ア
し
て
く
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
が
増
え
な
い
限
り
、
日
本
の
女
性

は
今
の
働
き
方
か
ら
脱
却
で
き
な
い
。
残
さ

れ
た
問
題
は
、
雇
用
す
る
側
の
意
識
変
革
で

あ
り
、
企
業
風
土
を
変
え
る
覚
悟
が
必
要
で

あ
る
。

左から 竹中平蔵所長、秋山氏、川合氏、長畑久美子パソナグループ執行役員
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秋
山　
大
事
な
こ
と
は
、
私
た
ち
の
世
代
が

多
様
な
価
値
観
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
つ
く
っ

た
り
、
企
業
の
意
思
決
定
を
し
た
り
、
組
織

で
何
か
決
め
た
り
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
、
女

性
や
若
い
人
た
ち
が
参
画
し
て
、
決
定
し
た

り
変
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
際
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を

持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

川
合　

私
も
賛
成
で
す
。
た
と
え
ば「
働
き

方
改
革
法
案
」が
施
行
さ
れ
て
、
有
給
休
暇

を
何
日
取
ら
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
な
ど
具

体
的
な
数
値
目
標
が
出
た
と
き
、
そ
れ
に
対

す
る
ト
ッ
プ
の
受
け
止
め
か
た
や
意
識
は
か

な
り
高
い
も
の
で
し
た
。
民
間
企
業
は
常
に

評
判
を
意
識
し
、
罰
則
が
あ
る
と
か
社
名
が

公
表
さ
れ
る
こ
と
に
か
な
り
敏
感
に
反
応
す

る
の
で
、
国
は
法
律
と
し
て
の
ハ
ー
ド
ル
を
も

う
少
し
上
げ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
女
性
も

し
か
り
、
年
齢
も
し
か
り
、
L
G
B
T
も
し

か
り
で
、
決
め
て
し
ま
え
ば
民
間
企
業
は
そ

の
中
で
利
益
を
出
し
社
会
貢
献
で
き
る
よ
う

ち
ゃ
ん
と
や
り
ま
す
。

女
性
の
働
き
方
の
未
来

竹
中　
女
性
の
働
き
か
た
の
未
来
、
女
性
活

躍
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
る
の

か
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
山　

私
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
、
経
済
状
況
が

悪
く
な
っ
て
仕
事
に
就
け
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
る
と
い
う
状
況
で
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に

は
人
材
は
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
将
来

を
想
像
す
る
と
、
実
は
こ
れ
か
ら
の
働
く
選

択
肢
は
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
て
も
副
業
も

で
き
、
個
人
事
業
主
も
あ
れ
ば
、
起
業
も
で

き
る
。
こ
れ
か
ら
は
、特
に
女
性
に
と
っ
て
は
、

選
択
肢
が
増
え
る
と
い
う
意
味
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
展
開
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
合　
私
も
基
本
的
に
楽
観
主
義
者
で
、
あ

ま
り
悲
観
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
女
性
の
意
識

も
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、

日
本
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
へ
こ
た
れ
る

民
族
で
も
な
い
の
で
、
本
当
に
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
何
と
か
す
る
よ
う
な
仕
組

み
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。若
い
世
代
は
フ
ラ
ッ

ト
で
柔
軟
で
す
。
問
題
は
わ
れ
わ
れ
の
年
ご

ろ
の
人
た
ち
の
意
識
で
あ
り
、
そ
こ
を
き
ち

ん
と
変
え
て
い
け
れ
ば
、
先
は
明
る
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

The Forum これからの女性の働き方

竹
中　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
が
、
現
実
問

題
と
し
て
政
策
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
実
は
、
政
府
の
中
で
は
女
性
の
登
用

は
意
外
と
進
ん
で
い
て
、
女
性
の
局
長
や
次

官
も
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
あ
え
て
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
さ
ら
な
る
女
性
登
用
の
た
め
に
、

「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」（
積
極

的
優
遇
策
）を
と
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
か
。

川
合　
結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
数
の
目

標
を
立
て
る
と
い
う
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
登
用
が
増
え
て
き
て
い
る
と
は
い
っ
て

も
、
例
え
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
思
決
定
の
場
に

い
る
女
性
の
割
合
は
圧
倒
的
に
少
な
い
か
ら

で
す
。「
男
性
に
対
す
る
差
別
だ
」と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
何
百
年
も
女

性
が
差
別
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ

の
先
1
0
0
年
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
も
ま
っ

た
く
何
の
問
題
も
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
す
。

秋
山　
私
も
、基
本
的
に
は
、ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
い
ま
の
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
見
る
と
、
労
働
力
も
足
り
な
い
し
、
行

う
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
そ
れ
が

で
き
る
人
は
少
な
い
か
ら
で
す
。
今
い
る
人
材

を
活
用
し
て
い
く
た
め
の
手
段
の
一つ
で
あ
り
、

制
度
も
含
め
て
社
会
を
変
え
て
い
く
原
動
力

に
す
る
た
め
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
は
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

竹
中
　
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

長
畑　

私
も
同
じ
で
、「
人
間
関
係
を
気
に

し
て
い
る
」と
は
い
う
も
の
の
、
若
い
世
代
は

瞬
発
力
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
か
た
の

中
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
短
な
ど
あ
る
な
か
で

も
、
そ
う
い
う
も
の
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
私
た
ち
世
代
が
認
め

て
い
き
な
が
ら
取
り
込
ん
で
い
け
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
な
働
き
か
た
が
で
き
、
起
業
が
で
き
た

り
す
る
の
で
、
経
済
も
良
く
な
り
、
男
女
と

も
に
活
躍
を
す
る
場
も
で
き
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

竹
中　

最
近
の
日
本
の
成
功
事
例
の
一つ
と

し
て
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る「
コ

ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」と
い
う

考
え
か
た
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
社
外
取

締
役
を
最
低
２
名
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、

法
律
の
義
務
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
し
て
東
証
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
仮
に
こ
れ
を
守
ら
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、

そ
れ
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
の
が「
コ

ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
や
り
か
た
を「
男
女
の
雇
用

平
等
問
題
」に
つ
い
て
も
取
り
入
れ
る
と
い
う

の
が
、
一つ
の
工
夫
と
し
て
あ
り
う
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
間
管
理
職
を
含
め

た「
ト
ッ
プ
」の
思
い
や
行
動
は
重
要
で
、「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」や「
ウ
ィ
メ
ノ
ミ
ク
ス
」と
い
う
言

葉
を
、
安
倍
総
理
が
言
う
だ
け
で
、
実
は
環

境
は
か
な
り
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り

の
証
拠
で
す
。
そ
う
い
う
一
種
の
社
会
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
を
ぜ
ひ
起
こ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
了
）
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パソナ総合研究所では、各テーマに沿った実態調査を行なっています。
今回は全国の就業中女性約2 , 0 0 0人を対象に、女性の働き方調査を実施し、
年代別、就業形態別に分析発表しました。
今回は、6月上旬に発表した年代別の分析（一部）をご紹介します。
完全版はパソナ総合研究所We bサイトでご案内しております。
就業形態別の分析発表は、7月上旬を予定しています（6月末現在）。

調 査 レ ポ ー ト

働く女性自身が考える
『女性活躍推進』とは

約2,000人の女性に聞いた

2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」では、
「ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る」という目標が掲げられ、

国内でも2016年に「女性活躍推進法」が施行されるなど、女性の働く環境に国内外で注目が集まっています。
　本調査では、現在就業中で、高卒以上の20歳から69歳の女性を対象に、

理想と現実のギャップや、会社・政府に期待することなどを聞き、
20代・30～40代・50～60代の年代別に、その傾向をまとめました。

●調査方法 ： インターネットを通じたアンケート方式  ●調査期間 ： 2019年3月6日～13日 
●調査対象 ： 20-69歳の現在就業中の女性  ●調査地域 ： 日本全国  ●回答者数 ： 1,988名

調 査 概 要

SURVEY REPORT

【調査結果のポイント】

正社員総合職でも20～40代で「管理職になりたくない」が半数近くを占め、
女性管理職の増加に必要な取組は、

「公正な評価」「長時間労働の禁止」が挙げられた。

全年代の約7割の女性が、「夫も妻も外で働き、夫婦で家事もすべき」と回答。
現実は、約3割が「家庭内での役割分担の不明確さ」が不満と回答。

最も評価している政府の施策は、20代「産休・育休の拡大」、
30～60代「待機児童減少への取り組み」。

評価する施策の約7割が、育児関連という結果になった。

Point 1

Point 2

Point 3

URL：https://www.pasonagroup.co. jp/p i/
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「
会
社
に
求
め
る
も
の
」の
年
代
別
の
特

徴
と
し
て
は
、
20
代
は
他
年
代
に
比
べ「
休

日
・
休
暇
の
取
り
や
す
さ
」が
突
出
し
て

お
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
す
る
傾
向

が
見
て
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
30
代
～
60
代

は「
仕
事
内
容
の
充
実
」が
20
代
よ
り
高

く
、
よ
り
仕
事
の
や
り
が
い
、
働
き
が
い

を
求
め
る
意
向
が
強
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

（
ｎ
＝
1,
6
7
1
、
単
回
答
）

　

正
社
員
総
合
職
を
対
象
に「
管
理
職
への
意

向
」を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
な
り
た
い
」と
回
答
し

た
の
は
、「
20
代
：
22
・
0
％
」「
30
～
40
代
：

23
・
8
％
」、「
50
～
60
代
：
31
・
2
％
」で
、

50
～
60
代
が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た「
な
り
た
く
な
い
」と
回
答
し
た
の
は
、

「
20
代
：
49
・
4
％
」「
30
～
40
代
：
47
・
6
％
」

「
50
～
60
代
：
28
・
6
％
」で
、
20
～
40
代
は
、

正
社
員
総
合
職
で
も
管
理
職
への
意
向
が
低
い

こ
と
が
顕
著
に
現
れ
ま
し
た
。

（
ｎ
＝
2
3
8
、
正
社
員
総
合
職
の
み
回
答
）

会社および
配偶者への期待 1

「
会
社
に
求
め
る
も
の
」は
、

20
代「
休
暇
の
取
得
」、

30
代
以
降「
仕
事
の
や
り
が
い
」が
多
い

「
管
理
職
への
意
向
」は
、

正
社
員
総
合
職
で
も
20
～
40
代
で

「
な
り
た
く
な
い
」が
約
5
割

0

10

20
（%）

仕
事
内
容
の
充
実

男
女
で
格
差
の
な
い

待
遇
や
評
価
制
度

年
齢
で
格
差
の
な
い

待
遇
や
評
価
制
度

就
業
形
態
で
格
差
の
な
い

待
遇
や
評
価
制
度

昇
給
・
昇
格

教
育
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
制
度
の
充
実

在
宅
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど

多
様
な
働
き
方
の
で
き
る
人
事
制
度

就
業
時
間
の
柔
軟
性

休
日
・
休
暇
の
取
り
や
す
さ

残
業
時
間
の
削
減

勤
務
地
の
考
慮

子
育
て
へ
の
考
慮

出
産
・
育
児
休
暇
に
関
す
る

制
度
の
充
実

介
護
へ
の
理
解

介
護
に
関
す
る
制
度
の
充
実

良
好
な
人
間
関
係

そ
の
他

50～69歳（n=725）30～49歳（n=518）20～29歳（n=428）

12.4

2.3

2.8 4.9

17.1

1.6

2.1

16.8

6.5

3.7

1.4

7.9

2.1

0 0

17.5

0.7

16.0

2.7
2.5

6.0

18.9

1.7 1.9

4.6

12.5

5.2

1.5

6.2

1.0

14.5

3.7

0.4 0.6

15.7

3.7
5.0

9.0

14.2

3.4 3.3
4.1

10.5

3.2 1.8

0 0

1.5
1.1

16.0

7.4

50～69歳
（n=531）

30～49歳
（n=300）

20～29歳
（n=126）

9.1 22.1 40.3 23.4 5.2

3.6 20.2 72.772.7 19.0

19.5 28.6 69.0 22.1

■ 絶対になりたい
■ チャンスがあればなりたい
■ どちらともいえない
■ あまりなりたくない
■ 絶対なりたくない

※3%未満は非表示
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管
理
職
に「
な
り
た
く
な
い
」と
回
答
し

た
正
社
員
総
合
職
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
全
て
の
年
代
に
お
い
て「
大
変
そ
う
」

が
T
O
P
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
20
～
40

代
は
、
2
位
の「
責
任
が
重
く
な
る
の
が
嫌

だ
か
ら
」と
併
せ
て
、
50
～
60
代
よ
り
顕
著

に
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
上

　

女
性
が
管
理
職
に
な
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
年
代
で「
男

性
社
員
や
上
司
の
理
解
促
進
」が
最
も
多

く
、
特
に
20
代
が
突
出
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
逆
に
、「
能
力
・
実
績
に
基
づ
く

よ
り
公
正
な
評
価
」は
上
の
年
代
が
20
代
と

比
較
し
て
高
く
、
50
～
60
代
は
他
年
代
よ
り

「
管
理
職
に
な
り
た
く
な
い
理
由
」は
、

「
大
変
そ
う
だ
か
ら
」が
T
O
P
。

特
に
20
～
40
代
で
顕
著

「
女
性
が
管
理
職
に
な
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
」は
、「
男
性
社
員
や

上
司
の
理
解
促
進
」が
T
O
P

0

40

80
（%）

50

60

70

10

20

30

大
変
そ
う
だ
か
ら

給
与
面
で
魅
力
が
な
い
か
ら

自
分
の
能
力
に
自
身
が
な
い
か
ら

責
任
が
重
く
な
る
の
が
嫌
だ
か
ら

仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
大
変
だ
か
ら

残
業
時
間
が
増
え
る
か
ら

女
性
管
理
職
が
少
な
い
か
ら

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
か
ら

今
の
ま
ま
で
不
満
は
な
い
か
ら

今
の
仕
事
に
満
足
し
て
い
る
か
ら

人
を
管
理
す
る
自
信
が
な
い

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に

管
理
職
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
か
ら

そ
の
他

50～69歳（n=22）30～49歳（n=40）20～29歳（n=38）

68.4

28.9 26.3

52.6

28.9
36.8

13.2

7.9

18.4

7.9

36.8

21.1

0.0

67.5

32.5

25.0

42.5

22.5
25.0

2.5 2.5

12.5
10.0

30.0
27.5

0.0

40.9

22.7 22.7

13.6 13.6

13.6

4.5
9.1

13.6

4.5

22.7
18.2

4.5

0

20

40
（%）

30

10

企
業
経
営
者
の
方
針

男
性
社
員
や
上
司
の
結
婚
や
出
産
、

育
児
へ
の
認
識
・
理
解
の
促
進

女
性
社
員
へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示

女
性
自
身
の
意
識

女
性
自
身
の
能
力
開
発

能
力
・
実
績
に
基
づ
く
よ
り
公
正
な
評
価

女
性
管
理
職
の
た
め
の
人
事
・
教
育
研
修

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
・
メ
ン
タ
ー

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

気
力
・
体
力

女
性
管
理
職
の
実
績

家
族
・
配
偶
者
の
理
解
・
協
力

そ
の
他

長
時
間
労
働
の
是
正

50～69歳（n=725）30～49歳（n=518）20～29歳（n=428）

9.8

30.1

2.3

10.5 4.0
7.0

4.0

0.0

1.6
0.0

5.4

5.8
12.16.8

0.5

15.4
18.7

2.1

13.7

3.9

12.5

3.9 1.0
0.0 0.0

6.0

3.1 3.3 2.7

13.7

10.1

19.2

2.1

17.8

0

13.8

3.6
0.3

1.7

5.1

4.0
0

3.2

17.2

2.1

の
年
代
の
管
理
職
が
働
く
姿
を
見
た
結
果
、

こ
う
し
た
回
答
が
多
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
50
～
60
代
で
は
、「
給
与
面
で

魅
力
が
な
い
」「
自
分
の
能
力
に
自
信
が
な
い
」

「
人
を
管
理
す
る
自
信
が
な
い
」が
同
率
2

位
と
い
う
結
果
に
な
り
、
他
の
年
代
が
感
じ

る“

管
理
職
の
重
責”

よ
り
、
実
質
的
な
待

遇
や
自
身
の
能
力
を
考
え
て
躊
躇
す
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

（
ｎ
＝
1
0
0
、
正
社
員
総
合
職
の
み
・
複

数
回
答
）

「
女
性
自
身
の
意
識
」が
特
に
高
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
若
い
年
代
は
職
場
で
の
理
解

を
強
く
求
め
る
の
に
対
し
、
上
の
年
代
ほ

ど
能
力
へ
の
公
正
な
評
価
や
、
女
性
自
身
の

意
識
が
重
要
と
考
え
る
傾
向
が
み
て
と
れ
ま

す
。
そ
の
他
、「
家
族
・
配
偶
者
の
理
解
・

協
力
」は
ど
の
年
代
で
も
T
O
P
3
に
入
っ

て
お
り
、
職
場
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
理
解

や
サ
ポ
ー
ト
も
、
管
理
職
に
な
る
た
め
に
重

要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

（
ｎ
＝
1,
6
7
1
、
単
回
答
）

約2,000人の女性に聞いた
働く女性自身が考える『女性活躍推進』とは

調 査 レ ポ ー ト
SURVEY REPORT

た
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
社
外
取
締
役

を
最
低
２
名
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
法

律
の
義
務
で
は

08 Pasona Institute Report Vol.4



0

50
（%）

40

30

20

10

長
時
間
労
働
の
禁
止

年
功
序
列
の
廃
止

経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る

具
体
的
計
画
の
策
定
・
実
施

能
力
・
実
績
に
基
づ
く

よ
り
公
正
な
評
価

複
線
型
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備

そ
の
他

そ
も
そ
も

「
2
0
2
0
年
30
%
の
目
標
」は

必
要
が
な
い

50～69歳（n=725）
30～49歳（n=518）
20～29歳（n=428）

29.4

13.6

8.2

26.2

4.4

1.4

16.817.8
13.6

11.2

36.1

4.4
1.5

14.3
14.5

7.7

13.8

44.0

3.0
2.6

14.3

50～69歳
（n=531）

30～49歳
（n=300）

20～29歳
（n=126）

4.3 5.6 69.7 14.1 4.3

6.0 7.0 3.0 72.7 7.7 3.7

5.6 7.9 69.0 15.9

■ 夫は外で働き、妻は家にいるべき
■ 妻は外で働き、夫は家にいるべき
■ 夫も妻も外で働き、主として妻が家事もすべき
■ 夫も妻も外で働き、主として夫が家事もすべき
■ 夫は外で働き、夫婦で家事もすべき
■ 分からない
■ その他

※3%未満は非表示

50～69歳
（n=894）

30～49歳
（n=618）

20～29歳
（n=476）

26.2 31.9 15.5 15.2 11.2

21.0 30.4 21.4 17.2 10.0

35.9 10.923.324.2 5.7

■ 産休育休期間の拡大
■ 待機児童減少への取り組み
■ 幼児保育の無償化
■ 女性管理職の増加の奨励
■ その他

※3%未満は非表示

　

女
性
管
理
職
の
割
合
を
増
や
す
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
30
～

60
代
は「
能
力
・
実
績
に
基
づ
く
よ
り
公
正

な
評
価
」が
多
数
な
の
に
対
し
、
20
代
は「
長

時
間
労
働
の
禁
止
」が
1
位
に
な
り
年
代
に

よ
り
顕
著
な
差
が
現
れ
ま
し
た
。
前
項
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
実
績
や
ス
キ
ル
が

増
え
る
上
の
年
代
に
な
る
ほ
ど
、
能
力
や
実

績
に
対
す
る
公
正
・
適
正
な
評
価
を
よ
り

強
く
求
め
る
の
に
対
し
、
若
い
20
代
は
そ
も

そ
も
、
長
時
間
労
働
が
管
理
職
登
用
条
件

と
し
て
一
定
の
評
価
を
さ
れ
て
い
る
状
況
の

見
直
し
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
会
社
に
お
い
て
は
、
働
き
方
改
革
を

　

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
て
行
政
に
求

め
る
も
の
の
う
ち
、
最
も
評
価
し
て
い
る
施

策
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
20
代
は「
産
休

育
休
期
間
の
拡
大
」、
30
代
以
降
は「
待
機

児
童
減
少
へ
の
取
り
組
み
」が
ト
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
で「
女
性
管
理
職
の
増
加
の

奨
励
」の
施
策
に
つ
い
て
は「
20
代
：
5.7
％
」

「
30
～
40 

代
：
10
・
0
％
」、「
50
～
60
代
：

11
・
2
％
」と
評
価
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
ｎ
＝
1,
9
8
8
、
単
回
答
）

「
女
性
管
理
職
の
割
合
を
増
や
す
の
に 

必
要
な
取
り
組
み
」は「
公
正
な
評
価
」 

と「
長
時
間
労
働
禁
止
」

　

既
婚
者
を
対
象
に
夫
婦
の
働
き
方
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
年
代
の
約

7
割
が「
夫
も
妻
も
外
で
働
き
、
夫
婦
で
家

事
も
す
べ
き
」と
回
答
し
ま
し
た
。「
妻
は
家

に
い
る
べ
き
」「
主
と
し
て
妻
が
家
事
も
す
べ

き
」と
い
う
回
答
は
少
な
く
、
ど
の
世
代
で

も
、
家
庭
に
お
い
て
夫
婦
の
公
平
な
役
割
分

担
を
求
め
る
傾
向
が
顕
著
で
す
。

（
ｎ
＝
9
5
7
、
既
婚
者
の
み
・
単
回
答
）

夫
婦
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
、

約
7
割
が「
夫
婦
と
も
に
外
で
働
き
、

家
事
も
す
べき
」

「
最
も
評
価
し
て
い
る
行
政
の
施
策
」は
、

「
育
児
関
連
の
支
援
」が
7
割
超

政府への期待

進
め
る
中
、
長
時
間
労
働
の
見
直
し
と
併
せ

て
人
事
評
価
制
度
全
般
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
を
女
性
が
期
待
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
ｎ
＝
1,
6
7
1
、
単
回
答
）

2
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保
育
所
等
の
受
入
数
を
増
や
す

保
育
所
等
の
質
の
向
上

学
童
教
室
を
増
や
す

幼
児
保
育
無
償
化

初
等
教
育
無
償
化

高
等
教
育
無
償
化

相
談
窓
口
の
増
設
や
時
間
延
長

そ
の
他

50～69歳（n=894）30～49歳（n=618）20～29歳（n=476）

4.63.8

11.8

2.5

18.1

45.8

6.1

7.4

33.8

13.1

5.8
8.4 3.7

18.3

9.4

7.4

26.7

15.3

8.4

8.4

2.6

12.5
15.7

10.4

パソナ総研では、「社会のあり方改革」に向けた政策提言の策定に向け、
所長と事務局、パソナグループ各社選抜社員の参加による第5回シリーズ

【テーマ：女性の働き方】のワークショップを開催しました。

政策提言ワークショップ開催レポート
Policy Advice Workshop Report

■実施日／2019年5月10日
■ゲスト／品川女子学院 理事長　漆 紫穂子氏
■テーマ／「働き女性へのメッセージ」

ワークショップ❶

■実施日／2019年6月14日
■ゲスト／Business Insider Japan 編集長　浜田 敬子氏
■テーマ／「働く女性はなぜ罪悪感を抱く？」

ワークショップ❷

■実施日／2019年6月28日
■ゲスト／NPO法人フローレンス 代表理事　駒崎 弘樹氏
■テーマ／「これからの社会と働き方 そして男性育休（産休）義務化」

ワークショップ❸

　

最
も
多
く
、
特
に
20
代
が
突
出
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
逆
に
、「
能
力
・
実
績

に
基
づ
く
よ
り
公
正
な
評
価
」は
上
の
年
代

が
20
代
と
比
較
し
て
高
く
、
50
～
60
代
は

他
年
代
よ
り「
女
性
自
身
の
意
識
」が
特
に

高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
年
代
は
職

場
で
の
理
解
を
強
く
求
め
る
の
に
対
し
、
上

の
年
代
ほ
ど
能
力
へ
の
公
正
な
評
価
や
、
女

「
消
費
増
税
分
の
施
策
活
用
への
期
待
」は
、

教
育
無
償
化
よ
り「
保
育
所
の
量
と
質
の
向
上
」

性
自
身
の
意
識
が
重
要
と
考
え
る
傾
向
が

み
て
と
れ
ま
す
。
そ
の
他
、「
家
族
・
配

偶
者
の
理
解
・
協
力
」は
ど
の
年
代
で
も

T
O
P
3
に
入
っ
て
お
り
、
職
場
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
も
、
管
理
職

に
な
る
た
め
に
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
ｎ
＝
1,
6
7
1
、
単
回
答
）

約2,000人の女性に聞いた
働く女性自身が考える『女性活躍推進』とは
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提言発信

期間 テーマ PIフォーラム開催日 提言発信 PIレポート発行

第1回
シリーズ

2018年4月〜
2018年6月 これからの働き方改革 2018年4月13日 2018年7月 2018年7月（vol.1）

第2回
シリーズ

2018年7月〜
2018年10月 ツーリズムと地方創生 2018年7月26日 2018年11月 2018年11月（vol.2）

第3回
シリーズ

2018年11月〜
2019年2月 ベンチャーと規制改革 2018年11月27日 2018年3月 2019年4月（vol.3）

第4回
シリーズ 2019年1月 新春特別企画：2019年の展望 2019年1月17日 2018年3月 2019年4月（vol.3）

第5回
シリーズ 2019年1月〜6月 女性の働き方 2019年4月17日 2019年7月予定 2019年7月予定（vol.4）

■これまでのPIフォーラム開催・提言発信の実績

※内容は変更となる場合がございます。

期間 テーマ PIフォーラム開催日 提言発信 PIレポート発行

第6回
シリーズ 2019年7月〜10月 高等教育とリカレント教育 2019年7月18日 2019年11月予定 2019年11月予定（vol.5）

■今後のPIフォーラム開催・提言発信のスケジュール

調査発表

※第6回以降は順次発表　※調査結果の詳細はWEBでご覧頂けます（パソナ総合研究所 Webサイト www.pasonagroup.co.jp/pi）

発表日 タイトル

第1回調査 2018年10月18日 就職活動のあり方に関する学生意識調査

第2回調査 2018年12月10日 新たな在留制度に関するアジア諸国での意識調査

第3回調査 2019年1月15日 国家戦略特区における外国人家事支援人材の意識調査

第4回調査 2019年6月10日 約2,000人の女性に聞いた　働く女性自身が考える『女性活躍推進』とは

第5回調査 2019年7月予定 約2,000人の女性に聞いた　働く女性自身が考える『女性活躍推進』とは（続編）

■これまでの調査発表の実績


